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新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

岡
垣
の
教
育(

大
平
洋
戦
争
前
期) 
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内
浦
国
民
学
校
〜 

 

編
集
 

後
記
 

　10月19日のまつり岡垣、盛大でしたね。私は遠賀町に
住んでいるので、去年までこのまつりがあることすら知
りませんでした。そんな私も今回は撮影担当。みなさん
は気づきましたか？総勢2万人が来場した会場の中を、
爽やかな汗をかきながらカメラ片手に走りまわる私に。
　一番きつかったのはパレード。役場職員から突然陸上
選手になった感じでした。車にひかれそうになりながら、
撮る、走る、構える、また撮る、この繰り返しで会場に
入場。来年は何か工夫しようと思います。 
　まつりが終わって、できあがった写真を見てみると、
あまりよく撮れていませんでした。｢いい写真あんまり
ないやん！｣と言いつつも、達成感があったせいで、笑
顔をこぼしてしまいました。　　　　　　　　　　(竹森) 

　某商社がインターネット販売で、パソコン価格を一桁
誤って10分の１の価格の1万9,800円と表示し、約1,500
台の注文が殺到した。同社が誤りに気付き、注文した約
千人にキャンセル依頼のメールを送ったが、抗議が相次ぎ、
しかたなく表示通りの激安価格で販売した。損失は、2
～3億円だという。誤りなどが誰が見ても明らかな場合、
売り手は契約を解除できるそうだが、それをせず、社名
と信用を守った同社はえらい！と、あるコラムでは称え
ていた。 
　しかし、広報担当として情報発信している私たちから
したら、他人事ではない。掲載の仕方ひとつで、人の名
誉を傷つけ、損害を与えるかもしれないからだ。改めて、
ミスの恐さを感じたニュースだった。　　　　　　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（10月末） 

人口……31,316人（＋18） 

世帯数…11,226世帯（＋25） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち130人は外国人 

女性……　　16,483人（－３） 

男性……　　14,833人（＋21） 

 
 
出生…９人　　  死亡…24人 
転入…113人　　転出…80人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　10月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

9月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

9月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 79件 
搬送人員　 77件 

出火件数　２件 
り災件数　１世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 
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い
し
ぼ
と
け
 

内浦小学校5、6年生44人で、準備と練習に励んでいます。 
 

岡垣サンリーアイハミングホール 
入場無料 
 

岡垣町人権講演会  
12月7日（日） 
午後１時30分から4時 ■人権劇（影絵） 

内浦小学校５・６年生　午後1時50分から 内浦小学校５・６年生　午後1時50分から 
～やさしさを語り継いで～ 

 

「コト八日と塞の神」 
 

■講　演 

「子どもと真正面から 
　　　向き合うために」 
 池上　彰　さん　午後2時30分から 

12月4日（木）から9日（火） 
午前9時から午後5時 
作　品　作文・標語・ポスター・習字など 
ところ　岡垣サンリーアイ 
　　　　ギャラリー・展示コーナー 

問い合わせ　社会教育課へ 

■児童生徒の人権作品展示 

　
１
９
４
１
年
12
月
８
日
、
日
本
の
米

英
へ
の
宣
戦
布
告
と
と
も
に
、
同
日
、

米
英
か
ら
、
対
日
宣
戦
が
布
告
さ
れ
た
。 

　
同
12
月
12
日
、
政
府
の
閣
議
で
「
今

次
の
対
米
英
戦
は
支
那
事
変
を
含
め
、

大
東
亜
戦
争
と
呼
称
す
」
と
決
定
し
た
。 

　
太
平
洋
戦
争
の
呼
称
は
戦
後
か
ら
使

用
さ
れ
た
も
の
で
、
今
で
は
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

　
大
東
亜
戦
争
と
称
す
る
の
は
、
大
東

亜
新
秩
序
建
設
（
日
本
が
ア
ジ
ア
の
盟

主
に
な
る
）を
目
的
と
し
た
。 

　
12
月
14
日
に
は
、
政
府
は
臨
時
軍
事

費
と
し
て
、
28
億
円
の
追
加
予
算
を
計

上
し
た
。
こ
れ
は
、
全
額
公
債
で
ま
か

な
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
貯
蓄
奨
励

の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
さ
れ
た
。 

　
翌
年
の
１
月
か
ら
、
毎
月
８
日
が
、

「
大
詔
奉
戴
日
」（
大
い
な
る
詔
書「
宣
戦

布
告
」
を
戴
き
奉
る
日
）
と
定
め
ら
れ
た
。 

　
内
浦
国
民
学
校
で
は
、
そ
の
日
に
は

「
大
詔
奉
戴
記
念
奉
読
式
」
を
行
い
、
校

長
の
奉
読
と
訓
話
が
行
わ
れ
た
。 

　
次
に
、
内
浦
国
民
学
校
の
１
９
４
２

（
昭
和
17
）
年
度
１
学
期
の
行
事
な
ど
を
、

い
く
つ
か
紹
介
す
る
。 

　
入
学
式
は
４
月
１
日
に
行
わ
れ
た
。

始
業
式
は
、
４
月
４
日
だ
っ
た
。 

　
５
月
28
日
、
団
体
訓
練
と
鍛
練
行
軍

を
全
校
一
斉
で
行
っ
た
。
行
軍
は
、
郡

境（
鐘
崎
）ま
で
往
復
し
た
。 

　
７
月
31
日
が
修
学
式
（
終
業
式
）
。
夏

休
み
は
８
月
だ
け
で
、
出
校
日
は
９
日

と
24
日
だ
っ
た
。 

　
内
浦
国
民
学
校
の
思
い
出
を
、
二
村

善
さ
ん
（
昭
和
18
年
３
月
卒
業
）
と
籏

生
松
江
さ
ん
、
岩
崎
千
代
香
さ
ん
（
二

人
と
も
翌
年
３
月
卒
業
）に
伺
っ
た
。 

　
全
校
朝
会
が
、
毎
日
、
講
堂
で
行
わ

れ
た
。
児
童
代
表
が
国
語
の
本
を
読
ん

だ
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
り
し
た
。 

　
５
月
に
、
敬
老
会
が
行
わ
れ
た
。
お

年
寄
り
を
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
、
学
校

に
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
筍
や

野
菜
を
学
校
に
持
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ

ら
を
、
女
子
青
年
団
（
処
女
会
）
が
料
理

し
た
。
女
子
青
年
団
は
、
敬
老
会
の
午

後
、
余
興
で
、「
博
多
に
わ
か
」
な
ど
を

披
露
し
だ
。 

　
全
校
で
、
現
在
の
「
野
々
庵
」
近
く
の

山
へ
行
き
、
ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
し
た
。

袋
一
杯
拾
っ
て
、
学
校
に
戻
っ
た
。
メ

リ
ケ
ン
粉
に
す
る
と
い
わ
れ
た
。 

　
３
人
と
も
、
６
年
の
担
任
の
先
生
は
、

田
口
岩
助
先
生
だ
っ
た
。
軍
隊
へ
行
か

れ
た
方
で
、
き
び
き
び
し
た
指
導

を
受
け
た
。
運
動
会
の
練
習
（
分

列
行
進
）
の
時
、
先
生
が
歩
き
方

の
指
導
を
さ
れ
た
。
漢
字
の
書
き

方
で
は
、
は
ね
る
と
こ
ろ
な
ど
、

正
し
く
書
く
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
。 

　
運
動
会
で
は
、
部
落
継
走
（
地

区
リ
レ
ー
）
が
盛
り
上
が
っ
た
。

優
勝
し
た
地
区
は
、
優
勝
祝
い
が

行
わ
れ
た
。 

　
遠
足
は
鐘
崎
の
織
幡
宮
か
深
浜
だ
っ

た
。
湯
川
山
登
山
も
あ
っ
た
。
下
山
中

に
迷
っ
て
、
学
級
ご
と
に
、
宗
像
に
下

り
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

　
修
学
旅
行
は
、
二
村
さ
ん
の
時
、
博

多
の
新
聞
社
見
学
な
ど
の
日
帰
り
だ
っ

た
。
翌
年
か
ら
、
中
止
と
な
っ
た
。 

　
二
村
さ
ん
の
５
年
の
担
任
は
、
海
老

津
の
大
村
円
太
先
生
だ
っ
た
。
翌
年
、

吉
木
国
民
学
校
へ
異
動
さ
れ
、
そ
の
後
、

出
征
さ
れ
た
。
昭
和
19
年
10
月
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
戦
死
さ
れ
、
村
葬
が
行
わ
れ

た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
東
樹  

僕たち、私たちの人権劇を
観にきてね！ 

僕たち、私たちの人権劇を
観にきてね！ 

僕たち、私たちの人権劇を
観にきてね！ 

い
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た
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学校を出発する鍛練行軍 
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仮本庁 
（合併時の本庁位置） 新庁舎の建設 

新庁舎 
の位置 方　　式 

現庁舎の 
取り扱い 支所機能 

現出張所の 
取り扱い 

芦
屋
町
 

芦屋町役場 
（図中�） 

建設しない。老朽化した 
場合は特例債期限である 
10年以内にこだわらず、 
その時点で建設 

芦屋町役場 
（図中�） 
老朽化した 
場合は現在 
地での建替 
を含め芦屋 
町域に建設  

本庁方式 支　　所 窓口業務 

現状どおり 
とするが、 
将来的には 
廃止 

水
巻
町
 

交通アクセスなど、 
郡内住民の利便性 
の高い位置 

新庁舎の建設の可否は、 
合併後の新体制で決定 

位置も合併 
後の新体制 
で決定 

分庁方式 
（一部総合 
支所方式） 

支　　所 
総合窓口 
一部本庁機能 

現行どおり 

岡
垣
町
 

新事務所の建設は、 
財政的な問題など 
があるため、当分 
の間使用する本庁 
舎は、検証結果か 
ら、各問題に対応 
可能な岡垣町庁舎 
（図中�）を増築す 
るか、プレハブを 
設置して使用する 
ことを提案 

新市建設計画に「新市の 
都市構造（岡垣町案）」をベ 
ースとする都市計画を掲 
げることを前提として、 
家屋の連坦要件を満たす 
真に新市としての姿を形 
成するために、新たな拠 
点対象ゾーンを岡垣～遠 
賀間の国道３号線沿いに 
設け、そのランドマーク 
として新たに事務所を建 
設する。建設時期のめど 
は、特例債適用期限内 

検証結果か 
ら、「岡垣～ 
遠賀間の国 
道３号線沿 
い」 
（図中�）を 
提案 

行政面積も 
狭く、道路 
交通網が発 
達している 
ことや、市 
町村合併の 
意義をスケ 
ールメリッ 
トと考える 
なら、本庁 
方式を採用 
すべき 

住民の利便 
性を確保す 
るために、 
支所・出張 
所とすべき 

住民生活に 
直接関連す 
る事務は、 
地域特性に 
配慮しなが 
ら、現行の 
レベルを低 
下させない 
ような機能 
を持たせる 
ことが必要 

現行どおり 
出張所とす 
る 

遠
賀
町
 

既存の庁舎で仮庁 
舎としての機能を 
満たしているとこ 
ろであれば場所の 
特定はしない 

特例法の適用期限内に建 
設 

①現庁舎を 
　増改築 
　（図中�） 
②ＪＲ遠賀 
　川駅南区 
　画整理地 
　内 
　（図中�） 

本庁方式 支　　所 

従来のサー 
ビスが低下 
しない最大 
限の機能を 
持たせる 

－ 

別表１ 

芦屋町 

岡垣町 
遠賀町 

水
巻
町
 

� 

� � � 

� 

図-1　各町案の位置 

　
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・

遠
賀
町
合
併
協
議
会
の
第
４
回
目

の
会
議
が
、
10
月
22
日
に
遠
賀
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第
４
回
協
議
会
で
は
、

１
つ
の
報
告
と
３
つ
の
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第6回は12月10日（水）午後2時から遠賀町コミュニティセンター、第7回は12月24日（水）午後2時から水巻町南部公民館で行われます。 
 

合併に関する期間限定出前講座(来年3月まで)を開設しています。どうぞご利用ください。お問い合わせは中央公民館まで！ 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
4
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
4
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
4
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

報
告
第
５
号 

第
３
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い
て 

　
第
３
回
協
議
会
以
降
、
10
月
２
日
、
10
月

15
日
、
10
月
20
日
の
各
幹
事
会
と
、
そ
の
他

専
門
部
会
・
文
化
会
設
置
に
係
る
説
明
会
が

行
わ
れ
、
そ
の
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
第
３
号 

新
市
の
名
称
に
つ
い
て 

　
前
回
か
ら
の
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
決
定
の
手
続
き
の
再
度
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
決
定
ま
で
至
ら
ず
、
各
町
３

人
の
委
員
の
小
委
員
会
を
設
置
し
て
、
さ
ら

に
審
議
を
深
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

協
議
第
４
・
５
号 

新
市
の
事
務
所
の
位
置
、
支
所
ま
た
は
出
張
所

の
位
置
、
名
称
お
よ
び
所
管
地
域
に
つ
い
て 

　
次
の
項
目
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
・
ど
こ
に
事
務
所
を
置
く
の
か 

　
・
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か 

　
・
現
在
の
庁
舎
出
張
所
を
活
用
す
る
の
か 

　
・
事
務
所
の
位
置
の
選
考
方
法 

　
・
支
所
ま
た
は
出
張
所
を
置
く
の
か 

　
・
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
機
能
を
ど
う
す

　
　
る
の
か 

　
こ
の
件
は
、
合
併
協
議
会
の
下
部
組
織
で

あ
る
、
各
町
助
役
を
筆
頭
と
す
る
幹
事
会
で

事
前
に
協
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
幹
事
会
で
は

調
整
が
難
し
く
、
結
果
と
し
て
別
表
１（
左
ペ

ー
ジ
）の
と
お
り
各
町
案
が
協
議
会
に
出
さ
れ

ま
し
た
。 

（
位
置
は
、
図
１
を
参
照
） 

　
協
議
の
結
果
、
や
は
り
各
町
の
案
や
、
そ

の
背
景
に
あ
る
理
由
な
ど
を
さ
ら
に
議
論
を

深
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
結
果
と

し
て
次
回
協
議
会
へ
の
継
続
審
議
と
な
り
、

幹
事
会
で
も
再
度
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

【
参
考
】 

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置
を
決
定
す
る
法
的

根
拠
な
ど 

　
地
方
自
治
法
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
事
務
所
の
位

置
を
定
め
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
新
設
合
併
の
場
合
は
、
４
町
の
法
人
格
が

消
滅
す
る
た
め
、
合
併
後
の
新
市
の
事
務
所

位
置
を
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
新
市
の
発
足
ま
で
に
事
務
所
の
位
置
を

決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
取
り
扱
い
を
決
定

す
る
法
的
根
拠
な
ど 

　
合
併
後
に
住
民
生
活
に
混
乱
を
き
た
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
事
務
所
や
出

先
機
関
と
し
て
の
支
所
な
ど
の
扱
い
を
、
そ

の
位
置
、
名
称
、
機
構
、
業
務
内
容
、
所
管

区
域
な
ど
に
関
し
て
協
議
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。 

　
支
所
も
し
く
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お

よ
び
所
管
区
域
は
、
地
方
自
治
法
一
五
五
条

の
規
定
に
基
づ
き
、「
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
新
市
の
事
務
所
位
置
の
選
考
に
あ
た
っ
て

の
留
意
事
項 

①
事
務
所
の
位
置
の
決
定
に
は
、
地
方
自
治

法
第
４
条
第
２
項
に
、
事
務
所
の
位
置
の
決

定
基
準
と
し
て「
住
民
の
利
用
に
最
も
便
利
で

あ
る
よ
う
に
、
交
通
の
事
情
、
他
の
官
公
署

と
の
関
係
な
ど
に
適
当
な
考
慮
」を
す
べ
き
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

②
新
市
の
事
務
所
の
位
置
づ
け
を
、
都
市
計

画
や
土
地
利
用
計
画
や
一
体
性
の
確
保
、
住

民
の
利
便
性
お
よ
び
交
通
体
系
な
ど
総
合
的

に
勘
案
す
る「
協
定
項
目
49
新
市
建
設
計
画
」

と
連
動
し
協
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

③
先
進
地
の
事
例
を
み
る
と
、
合
併
に
伴
っ

て
新
設
合
併
、
編
入
合
併
い
ず
れ
の
方
式
で

も
、
合
併
前
の
市
役
所
・
町
村
役
場
を
支
所
ま

た
は
出
張
所
と
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

　
ど
の
程
度
の
事
務
を
そ
の
支
所
な
ど
で
取

り
扱
う
の
か
、
組
織
、
人
員
、
所
管
区
域
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
市
町
村
の
事
務
の

効
率
化
と
住
民
の
利
便
性
の
均
衡
を
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
の
か
な
ど
、
事
務
組
織
や

機
構
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
整
理
し
、

十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

④
新
た
に
庁
舎
を
建
設
す
る
場
合
や
、
現
庁

舎
を
増
改
築
す
る
場
合
は
、
建
設
費
や
そ
の

財
源
に
留
意
し
同
時
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

○
事
務
所
の
設
置
方
式 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
を
決
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
新
た
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
場
合

や
、
現
庁
舎
を
増
改
築
す
る
場
合
な
ど
い
ず

れ
の
方
向
性
で
あ
っ
て
も
、
事
務
所
の
設
置

方
式
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
事
務
所
の
設
置
方
式
は
、
地
域
の
状
況
や

住
民
の
利
便
性
、
事
務
の
効
率
化
を
は
じ
め

と
す
る
財
政
的
な
側
面
、
現
庁
舎
の
現
況
な

ど
か
ら
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
お

お
む
ね
次
の
３
方
式
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

①
本
庁
方
式 

　
行
政
組
織
を
１
箇
所
に
集
中
し
、
そ
の
ほ

　
か
の
庁
舎
を
支
所
・
出
張
所
と
す
る
方
式
。 

②
分
庁
方
式 

　
従
来
の
庁
舎
を
活
用
し
な
が
ら
部
課
を
振

　
り
分
け
る
方
式
。 

③
総
合
支
所
方
式 

　
管
理
部
門
や
事
務
局
部
門
を
本
庁
に
移
し
、

　
そ
れ
以
外
の
部
門
を
従
来
の
庁
舎
に
残
す

　
方
式
。 

＊
支
所
、
出
張
所
と
は 

○
支
　
所

:

地
方
公
共
団
体
の
長
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
地
域
的

に
分
掌
す
る
総
合
出
先
機
関 

○
出
張
所

:

住
民
の
便
宜
の
た
め
に
、
市
役

所
ま
で
行
か
な
く
て
も
済
む
程
度
の
事
務
を

処
理
す
る
た
め
に
設
置
す
る
い
わ
ゆ
る
市
役

所
の
窓
口
の
延
長 

 

■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政 

　
策
室
へ 
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仮本庁 
（合併時の本庁位置） 新庁舎の建設 

新庁舎 
の位置 方　　式 

現庁舎の 
取り扱い 支所機能 

現出張所の 
取り扱い 

芦
屋
町
 

芦屋町役場 
（図中�） 

建設しない。老朽化した 
場合は特例債期限である 
10年以内にこだわらず、 
その時点で建設 

芦屋町役場 
（図中�） 
老朽化した 
場合は現在 
地での建替 
を含め芦屋 
町域に建設  

本庁方式 支　　所 窓口業務 

現状どおり 
とするが、 
将来的には 
廃止 

水
巻
町
 

交通アクセスなど、 
郡内住民の利便性 
の高い位置 

新庁舎の建設の可否は、 
合併後の新体制で決定 

位置も合併 
後の新体制 
で決定 

分庁方式 
（一部総合 
支所方式） 

支　　所 
総合窓口 
一部本庁機能 

現行どおり 

岡
垣
町
 

新事務所の建設は、 
財政的な問題など 
があるため、当分 
の間使用する本庁 
舎は、検証結果か 
ら、各問題に対応 
可能な岡垣町庁舎 
（図中�）を増築す 
るか、プレハブを 
設置して使用する 
ことを提案 

新市建設計画に「新市の 
都市構造（岡垣町案）」をベ 
ースとする都市計画を掲 
げることを前提として、 
家屋の連坦要件を満たす 
真に新市としての姿を形 
成するために、新たな拠 
点対象ゾーンを岡垣～遠 
賀間の国道３号線沿いに 
設け、そのランドマーク 
として新たに事務所を建 
設する。建設時期のめど 
は、特例債適用期限内 

検証結果か 
ら、「岡垣～ 
遠賀間の国 
道３号線沿 
い」 
（図中�）を 
提案 

行政面積も 
狭く、道路 
交通網が発 
達している 
ことや、市 
町村合併の 
意義をスケ 
ールメリッ 
トと考える 
なら、本庁 
方式を採用 
すべき 

住民の利便 
性を確保す 
るために、 
支所・出張 
所とすべき 

住民生活に 
直接関連す 
る事務は、 
地域特性に 
配慮しなが 
ら、現行の 
レベルを低 
下させない 
ような機能 
を持たせる 
ことが必要 

現行どおり 
出張所とす 
る 

遠
賀
町
 

既存の庁舎で仮庁 
舎としての機能を 
満たしているとこ 
ろであれば場所の 
特定はしない 

特例法の適用期限内に建 
設 

①現庁舎を 
　増改築 
　（図中�） 
②ＪＲ遠賀 
　川駅南区 
　画整理地 
　内 
　（図中�） 

本庁方式 支　　所 

従来のサー 
ビスが低下 
しない最大 
限の機能を 
持たせる 

－ 

別表１ 

芦屋町 

岡垣町 
遠賀町 

水
巻
町
 

� 

� � � 

� 

図-1　各町案の位置 

　
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・

遠
賀
町
合
併
協
議
会
の
第
４
回
目

の
会
議
が
、
10
月
22
日
に
遠
賀
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第
４
回
協
議
会
で
は
、

１
つ
の
報
告
と
３
つ
の
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第6回は12月10日（水）午後2時から遠賀町コミュニティセンター、第7回は12月24日（水）午後2時から水巻町南部公民館で行われます。 
 

合併に関する期間限定出前講座(来年3月まで)を開設しています。どうぞご利用ください。お問い合わせは中央公民館まで！ 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
4
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
4
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
4
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 

報
告
第
５
号 

第
３
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い
て 

　
第
３
回
協
議
会
以
降
、
10
月
２
日
、
10
月

15
日
、
10
月
20
日
の
各
幹
事
会
と
、
そ
の
他

専
門
部
会
・
文
化
会
設
置
に
係
る
説
明
会
が

行
わ
れ
、
そ
の
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
第
３
号 

新
市
の
名
称
に
つ
い
て 

　
前
回
か
ら
の
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
決
定
の
手
続
き
の
再
度
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
決
定
ま
で
至
ら
ず
、
各
町
３

人
の
委
員
の
小
委
員
会
を
設
置
し
て
、
さ
ら

に
審
議
を
深
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

協
議
第
４
・
５
号 

新
市
の
事
務
所
の
位
置
、
支
所
ま
た
は
出
張
所

の
位
置
、
名
称
お
よ
び
所
管
地
域
に
つ
い
て 

　
次
の
項
目
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
・
ど
こ
に
事
務
所
を
置
く
の
か 

　
・
新
市
の
事
務
所
を
建
設
す
る
の
か 

　
・
現
在
の
庁
舎
出
張
所
を
活
用
す
る
の
か 

　
・
事
務
所
の
位
置
の
選
考
方
法 

　
・
支
所
ま
た
は
出
張
所
を
置
く
の
か 

　
・
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
機
能
を
ど
う
す

　
　
る
の
か 

　
こ
の
件
は
、
合
併
協
議
会
の
下
部
組
織
で

あ
る
、
各
町
助
役
を
筆
頭
と
す
る
幹
事
会
で

事
前
に
協
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
幹
事
会
で
は

調
整
が
難
し
く
、
結
果
と
し
て
別
表
１（
左
ペ

ー
ジ
）の
と
お
り
各
町
案
が
協
議
会
に
出
さ
れ

ま
し
た
。 

（
位
置
は
、
図
１
を
参
照
） 

　
協
議
の
結
果
、
や
は
り
各
町
の
案
や
、
そ

の
背
景
に
あ
る
理
由
な
ど
を
さ
ら
に
議
論
を

深
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
結
果
と

し
て
次
回
協
議
会
へ
の
継
続
審
議
と
な
り
、

幹
事
会
で
も
再
度
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

【
参
考
】 

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置
を
決
定
す
る
法
的

根
拠
な
ど 

　
地
方
自
治
法
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
事
務
所
の
位

置
を
定
め
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
新
設
合
併
の
場
合
は
、
４
町
の
法
人
格
が

消
滅
す
る
た
め
、
合
併
後
の
新
市
の
事
務
所

位
置
を
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
新
市
の
発
足
ま
で
に
事
務
所
の
位
置
を

決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
支
所
ま
た
は
出
張
所
の
取
り
扱
い
を
決
定

す
る
法
的
根
拠
な
ど 

　
合
併
後
に
住
民
生
活
に
混
乱
を
き
た
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
事
務
所
や
出

先
機
関
と
し
て
の
支
所
な
ど
の
扱
い
を
、
そ

の
位
置
、
名
称
、
機
構
、
業
務
内
容
、
所
管

区
域
な
ど
に
関
し
て
協
議
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。 

　
支
所
も
し
く
は
出
張
所
の
位
置
、
名
称
お

よ
び
所
管
区
域
は
、
地
方
自
治
法
一
五
五
条

の
規
定
に
基
づ
き
、「
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
新
市
の
事
務
所
位
置
の
選
考
に
あ
た
っ
て

の
留
意
事
項 

①
事
務
所
の
位
置
の
決
定
に
は
、
地
方
自
治

法
第
４
条
第
２
項
に
、
事
務
所
の
位
置
の
決

定
基
準
と
し
て「
住
民
の
利
用
に
最
も
便
利
で

あ
る
よ
う
に
、
交
通
の
事
情
、
他
の
官
公
署

と
の
関
係
な
ど
に
適
当
な
考
慮
」を
す
べ
き
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

②
新
市
の
事
務
所
の
位
置
づ
け
を
、
都
市
計

画
や
土
地
利
用
計
画
や
一
体
性
の
確
保
、
住

民
の
利
便
性
お
よ
び
交
通
体
系
な
ど
総
合
的

に
勘
案
す
る「
協
定
項
目
49
新
市
建
設
計
画
」

と
連
動
し
協
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

③
先
進
地
の
事
例
を
み
る
と
、
合
併
に
伴
っ

て
新
設
合
併
、
編
入
合
併
い
ず
れ
の
方
式
で

も
、
合
併
前
の
市
役
所
・
町
村
役
場
を
支
所
ま

た
は
出
張
所
と
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

　
ど
の
程
度
の
事
務
を
そ
の
支
所
な
ど
で
取

り
扱
う
の
か
、
組
織
、
人
員
、
所
管
区
域
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
市
町
村
の
事
務
の

効
率
化
と
住
民
の
利
便
性
の
均
衡
を
ど
の
よ

う
に
図
っ
て
い
く
の
か
な
ど
、
事
務
組
織
や

機
構
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
整
理
し
、

十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

④
新
た
に
庁
舎
を
建
設
す
る
場
合
や
、
現
庁

舎
を
増
改
築
す
る
場
合
は
、
建
設
費
や
そ
の

財
源
に
留
意
し
同
時
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

○
事
務
所
の
設
置
方
式 

　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
を
決
定
す
る
に
あ

た
っ
て
、
新
た
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
場
合

や
、
現
庁
舎
を
増
改
築
す
る
場
合
な
ど
い
ず

れ
の
方
向
性
で
あ
っ
て
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活力ある社会奉仕活動 
　だれかがこんな落書きをして…。だれも喜びませんよね？ 

夏休みラジオ体操の後、みんなで砂ペーパーを使って色を落としま

した。まだ少し残っていますが、もうちょっとです。これは、6年生

の久野君の発案で始まりました。百合ヶ丘の樋渡区長、佐藤さんも

いっしょで、これが全員ではありませんが、この日のメンバーでした。

　公園はみんなできれいに使いましょう！ 

かりん坂公園はわたしたちの公園 
 

　老人クラブでは、9月20日を社会奉仕の

日と定め、全国一斉に奉仕活動をし、地

域社会に対して感謝を表しています。 

　岡垣町では、会員約650人、一般参加約

250人の協力で、各地域や公民館、公園、

広場、道路、海岸線などを清掃しました。 

　地域の担い手として活力を広く示すこ

とができ、高齢者としての生きがいを深

く感じました。 【原稿と写真は、岡垣町老人クラブ寿会連合会の提供】 【原稿と写真は、岡垣町老人クラブ寿会連合会の提供】 

繰り広げられた 大熱戦！ 手野区の文化が集りました 

　第4回バドミントンジュニアクラブ選手権in岡垣

が行われ、全国から40のジュニアクラブチームが

出場ました。大会はウエーブアリーナで10月12日、

13日と熱戦が繰り広げられ、鹿児島県の皇徳寺A

アルタイルが優勝しました。 

　昨年優勝の岡垣ジュニアAは準決勝で惜しくも

敗れましたが、３位決定戦では、劣勢から見事に

勝利を勝ち取り、観客を感動の渦に巻き込むほどで、

次につながるすばらしい試合でした。 

　また、前日に行われた、バルセロナ・アトラン

タ五輪日本代表の町田文彦さんによるバドミント

ンクリニックも大好評でした。 

　手野区文化祭を11月8日から9日に手野区公民館

で開催しました。 

　骨とう品や書画、刺しゅう、洋裁、編み物、生

け花などや、花田さんの宅地から出土した古銭を

展示し、区内外から150人以上の人が訪れました。 

　手野区の文化を紹介しただけでなく、楽しい歓

談もあり、みなさんの融和親睦を深めることができ、

とても有意義な催しとなりました。 

き
れ
い
に
な
っ
て 

よ
か
っ
た
！ 

時
間
と
手
間
を 

か
け
て
き
れ
い
に 

し
て
い
き
ま
し
た 

【写真と原稿は手野区堀克之区長の提供】 

宮本海くんくん 
 
宮本海くん 
 

飯干幸佑くんくん 
 
飯干幸佑くん 
 

増田拓也くんくん 
 
増田拓也くん 
 

松本剛くんくん 
 
松本剛くん 
 

清水あゆ美さんさん 
 
清水あゆ美さん 
 

清水なつ美さんさん 
 
清水なつ美さん 
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地域安全運動第9回水巻大会 

自然環境と共存していきましょう 

ずっと平和でありますように 
岡垣町戦没者合同慰霊祭 

みんなでつくろう！安心の街 

環境問題講演会 

防犯栄誉銅章 
 
　全国地域安全運動福岡県大会が10月7日に開催されま

した。長年、地域の安全運動に貢献した防犯功労者・団

体の表彰式が行われ、全国防犯協会・連合会長表彰の部

で、岡垣町防犯協会副会長、折尾警察署防犯指導員の濱

田孝さん(高陽)が、防犯栄誉銅章を受賞しました。 

　これからも、地域の地域安全運動の推進役として、安

全な地域社会を実現するために、ご活躍くださるようお

願いします。 

 

　環境問題講演会が、10月15日に中央

公民館で行われました。これは、環境問

題に対する意識の向上を図り、環境を守

るために自分たちにできることを考える

ことを目的としています。 

　講師として招かれた福岡教育大学の倉

本満名誉教授は、プロジェクターを使い

ながら、生物の歴史と環境との相互関係

や、生物の減少・絶滅の原因などを、分

かりやすく説明しました。参加したみな

さんは、教授のユーモア溢れる講話に、

熱心に耳を傾けていました。 

　岡垣町には自然が豊富にあります。こ

れからもみんなで大切にしていきましょ

う。 

　10月21日、岡垣サンリーアイで、岡垣

町戦没者合同慰霊祭が行われました。こ

れは、戦争で亡くなられた人の冥福を祈り、

これからもずっと戦争が起こらないよう

にと願うものです。参加したみなさんは、

平和の尊さを再確認し、2度と過去の悲劇

を繰り返さないと誓いました。第二次世

界大戦が終戦を迎えて50年以上が経ち、

戦争を知らない世代が多くなってきました。

戦争の悲惨さ、平和であることの大切さ

を伝え続けていってほしいと思います。 

防犯功労者表彰 

絶滅した動物を説明する倉本名誉教授 

追悼の意を込めて黙とうする参加者 追悼の意を込めて黙とうする参加者 

　10月15日、水巻中央公民館で、折尾防犯協会連合会と折尾警察署主催で地域安全運動第9回

水巻大会が開催され、岡垣町からは防犯協会委員である各行政区の区長36人が参加しました。 

　この大会は、折尾警察署管内の各地区で毎年順番に開催されています。 

　大会宣言では、開催地である水巻町防犯協会事務局長が、犯罪のない明るく、住みよいまち

づくりに務めることを宣言しました。 

　近年の社会環境の変化と犯罪に対する住民の連帯感の希薄化により、住居侵入、車上狙いや

ひったくりなど身近な犯

罪が増加しています。ま

た、少年による犯罪も凶

悪化、低年齢化し、増加

の傾向にある状況をふま

え、今回は、少年サポー

トセンターの少年補導職

員と防犯アドバイザーに

よる講演が行われました。 

みんなで運動、みんなでふれあい 
第40回遠賀郡身体障害者連合会体育大会 

 　10月12日、すぱーく岡垣で、遠賀

郡身体障害者連合会体育大会が開催さ

れました。この大会は、今年で40回を

迎えます。秋の涼しげな風が吹く中、

約100人が心地よい汗を流していました。

目隠しをして、チームで顔を完成させ

る福笑いや、車椅子競争などの競技が

行われ、会場からは声援が沸きあがっ

ていました。また、吉木小学校の生徒

たちも参加し、大会に活気をもたらし

ていました。みんながスポーツを通じ

て一丸となった、よい1日になりました。 

 

競技は楽しく行われました 競技は楽しく行われました 

ウエーブアリーナでの作品展の様子 ウエーブアリーナでの作品展の様子 

広がっていく文化の輪 
第27回町民文化祭 

　今年で27回目となる町民文化祭が、10月31日から

11月3日にかけて行われました。これは、地域の自治

公民館や中央公民館の公民館講座などで学習した成果

を発表する場として行われています。 

　サンリーアイのハミングホールでは、踊りやカラオ

ケなどが発表され、ウエーブアリーナでは、陶芸や書

道、絵画などの作品が展示されました。今回は初めて

小中学校の児童・生徒の作品も展示され、訪れたみな

さんの目を引いていました。 

　今後も岡垣町の文化の輪を広げていき、多くのみな

さんが楽しめるイベントにしていきましょう。 

 

大会に参加した36人の区長のみなさん 
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おかがきを愛する心を育む教育 
岡垣町教育委員会研究指定委嘱校山田小学校研究発表会 

豊かな心は、郷土を愛し自然を守る心から 

　｢ふるさと『岡垣』を愛する心を育む教育活動の創造｣

をテーマとした研究発表が山田小学校で10月12日に行

われました。 

　生活科・総合的な学習の中で、子どもがふるさとの

よさを感じ、ふるさとに意識的に関わり、話題に向け

て主体的に学ぶ力と豊かな心を育むことを目指してい

ます。 

　この日は研究発表と公開授業が行われ、学校関係者

をはじめ、多くの人が訪れました。 

　各学年やクラスでグループに分かれて公開授業が行

われ、岡垣町の人や自然や文化を取り入れた学習が行

われていました。さまざまな学習活動を通して、ふる

さと岡垣を愛し、よりよい町にしようとする子どもた

ちのいきいきとした姿が多く見られました。 

　また、全体会では子どもたちのシンポジウムが行われ、

各学年で取り組んできた学習を紹介したり、意見交換

を活発に行ったりしていました。多くの参観者も子ど

もたちの発表に関心を持って耳を傾けていました。 

 

豊かな心育成事業クリーンアップサンリー海岸 

　10月29日、三里松原海岸一帯で町内全小中学生による清掃活動が行われました。この活動は、岡垣町の小中学

生が、ふるさと｢おかがき｣の歴史と自然環境の素晴らしさを体感し、郷土を愛し自然を守る態度を育てることを

目的に、教育の一環として行われています。 

　この日は、晴天の中、岡垣町内の小学校5校、

中学校2校の児童・生徒約2,800人が参加しま

した。 

　子どもたちは、見たことのない貝殻を発見

したり、海外から流されてきた物を観察しな

がら清掃活動を行っていました。参加した子

どもからは｢ゴミがたくさん落ちている。ゴミ

を捨てないでほしい｣という声が聞かれました。

約一時間の清掃活動でしたが、みるみるうち

に海岸はきれいになっていきました。この、

きれいになった海岸や三里松原を、これから

も守っていけるようみなさんで協力していき

ましょう。 
子たちはいっぱいのゴミ袋をかかえて砂浜を歩きました 子たちはいっぱいのゴミ袋をかかえて砂浜を歩きました 

第136回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①ナスの卵スープ 
②クリーム麦コロッケ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ナスはへたを除いて皮をむき、乱
　切りにする。 
２　鍋にナスとAを入れて火にかけ、
　沸騰したら弱火にして4～5分煮る。 
３　ナスが煮えたら、水溶き片栗粉を
　加えてとろみをつけ溶き卵を流し入
　れる。卵が浮いたら火を消し、コシ
　ョウとごま油で香りをつける。 

《②の作り方》 
１　米粒麦と米は合わせて洗いザルに
　あげておく。 
２　玉ネギとハムはみじん切りにしバ
　ターで炒める。１を加え炒め、米が
　透き通ったらAと白ワインを加えひ
　と煮たちしたら弱火にし20分煮る。 
３　塩、コショウで味を調え、あら熱
　がとれたらパセリのみじん切りを加
　える。 
４　３の形を整え、小麦粉、卵、パン
　粉の順につけ、油で揚げる。 
５　サニーレタスとトマトをつけ合わ
　せにする。 
 

○ナス200�○卵2分の1個 
○A＝鶏がらスープのもと小2・水4カ
ップ○片栗粉大1○水大3○コショウ少
量○ごま油小1

○米粒麦55�○米90�○玉ネギ2分の
1個○ハム2枚○バター大1 
○A＝コンソメのもと1個・水3カップ 
○白ワイン大1○塩少量○コショウ少
量○パセリ適量○小麦粉適量○卵1個
○パン粉適量○揚げ油適量○サニーレ
タス8枚○トマト1個 

一人分の栄養価 
献立① 

献立② 

エネルギー41��  たんぱく質1.2� 
脂肪2.1�  カルシウム12��  
鉄分0.3��  繊維1.2�  塩0.1� 

エネルギー192��  たんぱく質4.3� 
脂肪8.2�  カルシウム21.9�� 
鉄分0.6��  繊維1.4�  塩0.2� 
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●栄養バランスのよい 
　食事で体力をつける 

●過労や睡眠不足を 
　避ける 

栄養状態が悪いと、感染 
も起こりやすくなる。 

体が疲れていると、ウイ 
ルスを打ち負かせない。 

●お年寄りは 
　保温に留意する 

体が冷えると、かぜを 
ひきやすい。 

●子どもなどでは乾布 
　摩擦で抵抗力をつけ 
　る 

皮膚を鍛えると、粘膜も 
強くなる。 

●うがいや手洗いを 
　こまめにする 

特に外出から戻ったと 
きは、忘れずに。 

●加湿器を用いるなど 
　室内の乾燥を防ぐ 

乾いた空気はウイルスを 
元気にし、気道を傷める。 
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おかがきを愛する心を育む教育 
岡垣町教育委員会研究指定委嘱校山田小学校研究発表会 

豊かな心は、郷土を愛し自然を守る心から 

　｢ふるさと『岡垣』を愛する心を育む教育活動の創造｣

をテーマとした研究発表が山田小学校で10月12日に行

われました。 

　生活科・総合的な学習の中で、子どもがふるさとの

よさを感じ、ふるさとに意識的に関わり、話題に向け

て主体的に学ぶ力と豊かな心を育むことを目指してい

ます。 

　この日は研究発表と公開授業が行われ、学校関係者

をはじめ、多くの人が訪れました。 

　各学年やクラスでグループに分かれて公開授業が行

われ、岡垣町の人や自然や文化を取り入れた学習が行

われていました。さまざまな学習活動を通して、ふる

さと岡垣を愛し、よりよい町にしようとする子どもた

ちのいきいきとした姿が多く見られました。 

　また、全体会では子どもたちのシンポジウムが行われ、

各学年で取り組んできた学習を紹介したり、意見交換

を活発に行ったりしていました。多くの参観者も子ど

もたちの発表に関心を持って耳を傾けていました。 

 

豊かな心育成事業クリーンアップサンリー海岸 

　10月29日、三里松原海岸一帯で町内全小中学生による清掃活動が行われました。この活動は、岡垣町の小中学

生が、ふるさと｢おかがき｣の歴史と自然環境の素晴らしさを体感し、郷土を愛し自然を守る態度を育てることを

目的に、教育の一環として行われています。 

　この日は、晴天の中、岡垣町内の小学校5校、

中学校2校の児童・生徒約2,800人が参加しま

した。 

　子どもたちは、見たことのない貝殻を発見

したり、海外から流されてきた物を観察しな

がら清掃活動を行っていました。参加した子

どもからは｢ゴミがたくさん落ちている。ゴミ

を捨てないでほしい｣という声が聞かれました。

約一時間の清掃活動でしたが、みるみるうち

に海岸はきれいになっていきました。この、

きれいになった海岸や三里松原を、これから

も守っていけるようみなさんで協力していき

ましょう。 
子たちはいっぱいのゴミ袋をかかえて砂浜を歩きました 子たちはいっぱいのゴミ袋をかかえて砂浜を歩きました 

第136回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①ナスの卵スープ 
②クリーム麦コロッケ 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料4人分》 

１　ナスはへたを除いて皮をむき、乱
　切りにする。 
２　鍋にナスとAを入れて火にかけ、
　沸騰したら弱火にして4～5分煮る。 
３　ナスが煮えたら、水溶き片栗粉を
　加えてとろみをつけ溶き卵を流し入
　れる。卵が浮いたら火を消し、コシ
　ョウとごま油で香りをつける。 

《②の作り方》 
１　米粒麦と米は合わせて洗いザルに
　あげておく。 
２　玉ネギとハムはみじん切りにしバ
　ターで炒める。１を加え炒め、米が
　透き通ったらAと白ワインを加えひ
　と煮たちしたら弱火にし20分煮る。 
３　塩、コショウで味を調え、あら熱
　がとれたらパセリのみじん切りを加
　える。 
４　３の形を整え、小麦粉、卵、パン
　粉の順につけ、油で揚げる。 
５　サニーレタスとトマトをつけ合わ
　せにする。 
 

○ナス200�○卵2分の1個 
○A＝鶏がらスープのもと小2・水4カ
ップ○片栗粉大1○水大3○コショウ少
量○ごま油小1

○米粒麦55�○米90�○玉ネギ2分の
1個○ハム2枚○バター大1 
○A＝コンソメのもと1個・水3カップ 
○白ワイン大1○塩少量○コショウ少
量○パセリ適量○小麦粉適量○卵1個
○パン粉適量○揚げ油適量○サニーレ
タス8枚○トマト1個 

一人分の栄養価 
献立① 

献立② 

エネルギー41��  たんぱく質1.2� 
脂肪2.1�  カルシウム12��  
鉄分0.3��  繊維1.2�  塩0.1� 

エネルギー192��  たんぱく質4.3� 
脂肪8.2�  カルシウム21.9�� 
鉄分0.6��  繊維1.4�  塩0.2� 
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寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
低
温
で
乾
燥
す

る
冬
場
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

風
邪
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
が

流
行
す
る
季
節
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
死
亡
率
が
普
段
よ
り

高
く
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
た
だ
の 

　
　
　
風
邪
　
で
は
あ
り
ま
せ
ん 
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“ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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負
け
な
い
た
め
の
生
活
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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予
防
接
種
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受
け
ま
し
ょ
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か
か
っ
た
か
な
？
と
思
っ
た
ら 

　
　
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
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●栄養バランスのよい 
　食事で体力をつける 

●過労や睡眠不足を 
　避ける 

栄養状態が悪いと、感染 
も起こりやすくなる。 

体が疲れていると、ウイ 
ルスを打ち負かせない。 

●お年寄りは 
　保温に留意する 

体が冷えると、かぜを 
ひきやすい。 

●子どもなどでは乾布 
　摩擦で抵抗力をつけ 
　る 

皮膚を鍛えると、粘膜も 
強くなる。 

●うがいや手洗いを 
　こまめにする 

特に外出から戻ったと 
きは、忘れずに。 

●加湿器を用いるなど 
　室内の乾燥を防ぐ 

乾いた空気はウイルスを 
元気にし、気道を傷める。 

  

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強
く

毎
年
流
行
地
で
は
人
口
の
約
10
か
ら
20

�
、
全
国
で
百
万
人
以
上
が
感
染
し
て

い
ま
す
。
ま
た
38
度
以
上
の
高
熱
や
筋

肉
痛
な
ど
、
全
身
に
現
れ
る
症
状
が
重

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
肺
炎
や
気
管

支
炎
な
ど
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
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抗
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れ
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齢
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呼
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あ
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炎
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れ
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に
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が

あ
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受
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師走のもよおし・おしらせ 師走のもよおし・おしらせ 
しわす 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103
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役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

岡垣 
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みんなでつくろう 
ポイすてごみのない きれいなまち 

あなたも参加しませんか 
 

　自分たちの住んでいる地域や、

町内にある職場や事業所周辺の

道路などを定期的に清掃活動を

している人たちによって岡垣町

美化ネットワーク実行委員会が

結成されました。公共的な空間

を無理にならない程度で、個人・

団体・事業者などを問わず、参加できます。 

　清掃活動を行っているところには、清掃活動を示す看板を立てています。 

　誰でも自由に参加でき、一人でも多くの参加をお待ちしています。 

　清掃しているところを見かけたら、おつかれさまのひと声をかけてい

ただけば活動の励みになります。 

問い合わせ　 環境共生課(美化ネットワーク実行委員会事務局)へ 

お
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明
る
い
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し
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業

を
目
指
し
、
平
成
17
年
７
月
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
へ
向
け
て
、

第
３
期
施
設
改
善
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
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高
齢
者
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代
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質
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法
の
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害
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に
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ま
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ょ
う
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き
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月
３
日（
水
）午
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時
30
分
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こ
ろ
　
あ
い
れ
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ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
）※
入
場
無
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十
人
 

内
　
容
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「
高
齢
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狙
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の
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害
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と
そ
の
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方
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つ
い
て
」
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骨
髄
ド
ナ
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登
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の
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を
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び
か
け
る
た
め
の
キ
ャ
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ペ
ー
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で
す
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と
こ
ろ
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル（
福

岡
市
中
央
区
）
 

○
い
の
ち
一
杯
生
き
抜
い
た
若
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
（
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
を
待
ち
な
が
ら
白
血
病
で
亡

く
な
っ
た
２
人
の
子
ど
も
た
ち
の

遺
し
た
絵
画
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
写

真
な
ど
の
展
示
）
 

と
　
き
　
12
月
21
日（
日
）か
ら
23

日（
火
）
 
 

○
講
演
　
か
け
が
え
の
な
い
生
命
 

と
　
き
　
12
月
23
日（
火
）午
後
１

時
か
ら
２
時
 

※
入
場
無
料
 

○
ド
ナ
ー（
骨
髄
提
供
希
望
者
）登

録
会
 

と
　
き
　
12
月
23
日（
火
）午
後
2

時
か
ら
5
時
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九
州
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
連
絡
会
議
�
０
９
２-

７
３
３-

９
３
７
３
へ
 

   ○
パ
ネ
ル
の
展
示
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

ツ
リ
ー
作
成
、
記
念
グ
ッ
ズ
配
布

な
ど
 

と
　
き
　
12
月
２
日（
火
）午
前
９

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
芦
屋
町
競
艇
場
 

○
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
、
検
査

を
無
料
・
匿
名
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

検
査
受
付
　
毎
週
月
曜
日
午
前
９

時
か
ら
10
時
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
�
２
０
１-

４
１
６
４
へ
 

   　
小
中
学
生
の
人
権
作
品
展
示
や

法
律
人
権
相
談
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど
が
あ
り
、
北

朝
鮮
問
題
に
詳
し
い
辺
真
一
さ
ん

の
講
演
も
あ
り
ま
す
。
 

と
　
き
　
12
月
6
日（
土
）午
前
9

時
30
分
か
ら
午
後
3
時
25
分
 

と
こ
ろ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
　
水
巻
町
生
活
環
境

課
�
２
０
１-

４
３
２
１
へ
 

     募
集
期
間
　
12
月
１
日（
月
）か
ら

9
日（
火
）
 

応
募
方
法
　
12
月
１
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
お
よ
び

東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

募
集
期
間
内
に
県
住
宅
供
給
公
社

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
�
6
9
1-

5
9
7
0
へ
 

   　
来
年
４
月
上
旬
入
校
の
自
衛
隊

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
修
業
年
限

４
年
で
、
卒
業
時
に
は
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
し
、
３
等
陸
・
海
・

空
曹
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
 

応
募
資
格
　
中
卒（
見
込
）
17
歳
未

満
の
男
子
 

受
付
期
間
　
平
成
16
年
１
月
６
日

（
火
）ま
で
 

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務
所

�
２
２
３-

０
９
８
１（
内
線
３
４
８
）
 

     　
糖
尿
病
は
自
覚
症
状
の
な
い
こ

と
が
多
く
、
治
療
を
受
け
な
い
人

や
や
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
心
筋

梗
塞
や
尿
毒
症
、
失
明
な
ど
の
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
 

芦
屋
競
艇
新
ス
タ
ン
ド

芦
屋
競
艇
新
ス
タ
ン
ド
 

　
　
　

　
　
　
12
／
２
オ
ー
プ
ン
！

／
２
オ
ー
プ
ン
！
 

芦
屋
競
艇
新
ス
タ
ン
ド
 

　
　
　
12
／
２
オ
ー
プ
ン
！
 

催
　
　
　
し 

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
 

　
　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
 

　
　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

募
集
・
試
験 

県
営
住
宅
の

県
営
住
宅
の
 

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
 

県
営
住
宅
の
 

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
 

自
衛
隊
生
徒
募
集

自
衛
隊
生
徒
募
集
 

自
衛
隊
生
徒
募
集
 

講
演
・
講
座 

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室
開
催

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室
開
催
 

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室
開
催
 

相
　
　
　
談 

お
詫
び
と
訂
正
 

 

『
広
報
お
か
が
き
』10
月
10
日
 

号
の「
岡
垣
の
新
成
人
」の
中
で
、
 

緑
ケ
丘
区
の
森
園
勇
喜
さ
ん
の
 

お
名
前
は
、
正
し
く
は
森
園
勇
 

希
さ
ん
で
す
。
深
く
お
詫
び
し
、
 

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
課
 

 

　クリストファと一緒にクリスマスを過ご
さない？クリスマスのゲームや、岡垣国際
交流協会のアトラクションがあります。み
んな来てください！ 
 
と　き　12月７日(日)午後4時30分から7時 
ところ　中央公民館 
会　費　無　料 
定　員　100人 
対　象　岡垣町在住の人 
持ってくる物　お料理一品　(好きな食べ物を、
1人一品ずつ持ち寄って、みんなで食べます) 
申込締切　12月４日(木) 
申し込み・問い合わせ　岡垣国際交流協会 
�282‐0549または地域づくり課へ 

○
医
師
に
よ
る
講
話
「
眼
の
合
併

症
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
」
 

と
　
き
　
12
月
18
日（
木
）午
後
２

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
 

○
栄
養
士
講
話
と
調
理
実
習
※
1
 

○
健
康
運
動
指
導
士
講
話
と
運
動

実
技
※
2
 

と
　
き
　
12
月
22
日（
月
）※
1
＝

午
前
９
時
30
分
※
2
＝
午
後
1
時

30
分
 

と
こ
ろ
　
中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�
２
０
１-

４
１
６
４
へ
 

                     

     　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
で
の
い
じ

め
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
 

と
　
き
　
12
月
６
日（
土
）午
前
９

時
か
ら
午
後
８
時
 

電
話
番
号
　
０
１
２
０-

９
３
９
３-

２
２（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
福
岡

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
�
０
９

２-

７
２
１-

９
１
６
６
へ
 

   　
町
税（
固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
）
を
納
め
て
い
な
い
人
や
、

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
そ
う
に

な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

　
納
税
の
相
談
や
悩
み
事
の
あ
る

人
の
た
め
に
、
日
曜
日
に
納
税
相

談
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
12
月
７
日（
日
）午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
 

と
こ
ろ
　
役
場
１
０
１
会
議
室
　

※
印
か
ん（
認
印
可
）持
参
 

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
収
納
係
へ
 

   　
公
証
人
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護

委
員
、
法
務
局
職
員
が
法
律
問
題
、

相
続
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
登

記
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
 

と
　
き
　
12
月
６
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
 

受
　
付
　
午
前
９
時
45
分
か
ら
午

後
２
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
北
九

州
支
局
人
権
擁
護
係
�
５
６
１-

３
５
４
２
へ
 

        

    と
　
き
　
12
月
12
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者
　
崔
善
恵
・
川
上
月
・
川

上
星
・
野
中
み
の
り
・
田
志
綾
香
・

橋
本
沙
希
・
筒
井
聡
美
・
坂
中
麻

央（
ピ
ア
ノ
）
 

曲
　
目
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ソ
ナ
タ

※
入
場
無
料
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

　
　
文
化
講
座
受
講
生
募
集
 

　
入
会
金
は
二
千
五
百
円
で
、
見

学
も
で
き
ま
す
。
 

○
古
典
絵
画
技
法
 

と
　
き
　
第
１
・
２
木
曜
日
午
後

１
時
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
3
か
月
）
 

○
初
心
者
の
た
め
の
か
ん
た
ん
お

そ
う
ざ
い
 

と
　
き
　
第
2
日
曜
日
午
前
10
時

か
ら
午
後
１
時
 

と
こ
ろ
　
調
理
室
 

受
講
料
　
四
千
五
百
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
三
百
円（
3
か
月
）
 

教
材
費
　
約
千
五
百
円（
１
回
）
 

 

クリストファの 
クリスマスパーティ 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
吉
田
 
 
晃
　
様
（
原
）
 

故
　
吉
田
　
節
子
　
様
　
69
歳
 

○
　
荒
牧
　
正
徳
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
荒
牧
田
鶴
子
　
様
　
80
歳
 

○
 
佐
々
木
勝
美
 
様
（
波
津
）
 

故
　
佐
々
木
百
合
子
　
様
　
62
歳
 

○
 
井
上
　
禮
子
　
様
（
茅
原
）
 

故
　
井
上
　
利
幸
　
様
　
73
歳
 

○
　
北
野
　
ス
ヱ
　
様
（
上
海
老
津
）
 

故
　
北
野
 
 
稔
　
様
　
85
歳
 

○
　
手
嶋
　
憲
三
　
様
（
高
尾
）
 

故
　
手
嶋
喜
代
子
　
様
　
49
歳
 

○
　
熊
鰐
須
壽
子
　
様
（
三
吉
）
 

故
　
熊
鰐
　
正
思
　
様
　
74
歳
 

○
　
春
日
　
イ
セ
　
様
（
緑
ヶ
丘
）
 

故
　
春
日
　
重
喜
　
様
　
78
歳
 

○
　
寺
尾
　
　
聡
　
様
（
金
田
町
）
 

故
　
寺
尾
紀
代
子
　
様
　
53
歳
 

○
　
北
 
 
隆
介
　
様
（
野
間
四
）
 

故
　
北
 
ヨ
シ
ノ
　
様
　
80
歳
 

○
　
平
竹
百
合
子
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
平
竹
　
常
二
　
様
　
81
歳
 

○
　
中
村
　
昭
司
　
様
（
戸
切
）
 

故
　
中
村
ト
メ
子
　
様
　
85
歳
 

○
　
西
 
 
洋
介
　
様
（
海
老
津
）
 

故
　
西
 
 
貞
雄
　
様
　
86
歳
 

○
　
根
来
　
良
平
　
様
（
元
松
原
）
 

故
　
根
来
　
ヒ
サ
　
様
　
85
歳
 

○
　
刀
根
　
貞
子
　
様
（
東
松
原
）
 

故
　
刀
根
 
 
博
　
様
　
49
歳
 

○
 
野
見
山
富
美
子
　
様
（
旭
西
）
 

故
　
野
見
山
繁
喜
　
様
　
73
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
熊
鰐
須
壽
子
 
 
様
 

  　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し 

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も 

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お 

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
10
月
受
付
分
ま
で
） 

み
ず
ま
き
人
権
ま
つ
り

み
ず
ま
き
人
権
ま
つ
り
 

み
ず
ま
き
人
権
ま
つ
り
 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

ピ
ョ
ン
・
ジ
ン
イ
ル
 



広報おかがき　平成15年11月25日号 広報おかがき　平成15年11月25日号 ����

師走のもよおし・おしらせ 師走のもよおし・おしらせ 
しわす 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

　
　
　
　
　
無
料
電
話
相
談

　
　
　
　
　
無
料
電
話
相
談
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

　
　
　
　
　
無
料
電
話
相
談
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

　
　
町
税
の
日
曜
納
税
相
談

　
　
町
税
の
日
曜
納
税
相
談
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

　
　
町
税
の
日
曜
納
税
相
談
 

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
　
　
　
　
法
律
人
権
相
談

　
　
　
　
　
法
律
人
権
相
談
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
　
　
　
　
法
律
人
権
相
談
 

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
 

みんなでつくろう 
ポイすてごみのない きれいなまち 

あなたも参加しませんか 
 

　自分たちの住んでいる地域や、

町内にある職場や事業所周辺の

道路などを定期的に清掃活動を

している人たちによって岡垣町

美化ネットワーク実行委員会が

結成されました。公共的な空間

を無理にならない程度で、個人・

団体・事業者などを問わず、参加できます。 

　清掃活動を行っているところには、清掃活動を示す看板を立てています。 

　誰でも自由に参加でき、一人でも多くの参加をお待ちしています。 

　清掃しているところを見かけたら、おつかれさまのひと声をかけてい

ただけば活動の励みになります。 

問い合わせ　 環境共生課(美化ネットワーク実行委員会事務局)へ 

お
し
ら
せ 

く
ら
し
の
フ
ェ
ス
タ

く
ら
し
の
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3

2
0
0
3

く
ら
し
の
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3

    

 

　
明
る
い
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
産
業

を
目
指
し
、
平
成
17
年
７
月
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
へ
向
け
て
、

第
３
期
施
設
改
善
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
町
外
二
カ
町

競
艇
施
行
組
合
�
２
２
３-

０
５

８
１
へ
 

   　
高
齢
者
世
代
の
悪
質
商
法
の
被

害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
 

と
　
き
　
12
月
３
日（
水
）午
後
１

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
あ
い
れ
ふ
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
）※
入
場
無
料
 

定
　
員
　
二
百
五
十
人
 

内
　
容
　
○
寸
劇
「
高
齢
者
を
狙

う
悪
質
商
法
」○
講
演「
悪
質
商
法

の
被
害
実
態
と
そ
の
防
止
方
策
に

つ
い
て
」
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
生
活
文
化

課
�
0
9
2-

6
4
3-

3
3
8
1
へ
 

     　
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
の
拡
大
を
呼

び
か
け
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。
 

と
こ
ろ
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル（
福

岡
市
中
央
区
）
 

○
い
の
ち
一
杯
生
き
抜
い
た
若
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
（
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
を
待
ち
な
が
ら
白
血
病
で
亡

く
な
っ
た
２
人
の
子
ど
も
た
ち
の

遺
し
た
絵
画
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
写

真
な
ど
の
展
示
）
 

と
　
き
　
12
月
21
日（
日
）か
ら
23

日（
火
）
 
 

○
講
演
　
か
け
が
え
の
な
い
生
命
 

と
　
き
　
12
月
23
日（
火
）午
後
１

時
か
ら
２
時
 

※
入
場
無
料
 

○
ド
ナ
ー（
骨
髄
提
供
希
望
者
）登

録
会
 

と
　
き
　
12
月
23
日（
火
）午
後
2

時
か
ら
5
時
 

問
い
合
わ
せ
　
九
州
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
連
絡
会
議
�
０
９
２-

７
３
３-

９
３
７
３
へ
 

   ○
パ
ネ
ル
の
展
示
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

ツ
リ
ー
作
成
、
記
念
グ
ッ
ズ
配
布

な
ど
 

と
　
き
　
12
月
２
日（
火
）午
前
９

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
芦
屋
町
競
艇
場
 

○
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
、
検
査

を
無
料
・
匿
名
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

検
査
受
付
　
毎
週
月
曜
日
午
前
９

時
か
ら
10
時
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
�
２
０
１-

４
１
６
４
へ
 

   　
小
中
学
生
の
人
権
作
品
展
示
や

法
律
人
権
相
談
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど
が
あ
り
、
北

朝
鮮
問
題
に
詳
し
い
辺
真
一
さ
ん

の
講
演
も
あ
り
ま
す
。
 

と
　
き
　
12
月
6
日（
土
）午
前
9

時
30
分
か
ら
午
後
3
時
25
分
 

と
こ
ろ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
　
水
巻
町
生
活
環
境

課
�
２
０
１-

４
３
２
１
へ
 

     募
集
期
間
　
12
月
１
日（
月
）か
ら

9
日（
火
）
 

応
募
方
法
　
12
月
１
日（
月
）か
ら

役
場
総
合
案
内
・
建
設
課
お
よ
び

東
部
公
民
館
で
入
居
申
込
書
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

募
集
期
間
内
に
県
住
宅
供
給
公
社

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
県
営
住
宅
管
理
事

務
所
�
6
9
1-

5
9
7
0
へ
 

   　
来
年
４
月
上
旬
入
校
の
自
衛
隊

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
修
業
年
限

４
年
で
、
卒
業
時
に
は
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
し
、
３
等
陸
・
海
・

空
曹
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
 

応
募
資
格
　
中
卒（
見
込
）
17
歳
未

満
の
男
子
 

受
付
期
間
　
平
成
16
年
１
月
６
日

（
火
）ま
で
 

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務
所

�
２
２
３-

０
９
８
１（
内
線
３
４
８
）
 

     　
糖
尿
病
は
自
覚
症
状
の
な
い
こ

と
が
多
く
、
治
療
を
受
け
な
い
人

や
や
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
心
筋

梗
塞
や
尿
毒
症
、
失
明
な
ど
の
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
 

芦
屋
競
艇
新
ス
タ
ン
ド

芦
屋
競
艇
新
ス
タ
ン
ド
 

　
　
　

　
　
　
12
／
２
オ
ー
プ
ン
！

／
２
オ
ー
プ
ン
！
 

芦
屋
競
艇
新
ス
タ
ン
ド
 

　
　
　
12
／
２
オ
ー
プ
ン
！
 

催
　
　
　
し 

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

骨
髄
バ
ン
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
 

　
　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
 

　
　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

募
集
・
試
験 

県
営
住
宅
の

県
営
住
宅
の
 

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
 

県
営
住
宅
の
 

　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
 

自
衛
隊
生
徒
募
集

自
衛
隊
生
徒
募
集
 

自
衛
隊
生
徒
募
集
 

講
演
・
講
座 

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室
開
催

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室
開
催
 

糖
尿
病
合
併
症
予
防
教
室
開
催
 

相
　
　
　
談 

お
詫
び
と
訂
正
 

 

『
広
報
お
か
が
き
』10
月
10
日
 

号
の「
岡
垣
の
新
成
人
」の
中
で
、
 

緑
ケ
丘
区
の
森
園
勇
喜
さ
ん
の
 

お
名
前
は
、
正
し
く
は
森
園
勇
 

希
さ
ん
で
す
。
深
く
お
詫
び
し
、
 

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
課
 

 

　クリストファと一緒にクリスマスを過ご
さない？クリスマスのゲームや、岡垣国際
交流協会のアトラクションがあります。み
んな来てください！ 
 
と　き　12月７日(日)午後4時30分から7時 
ところ　中央公民館 
会　費　無　料 
定　員　100人 
対　象　岡垣町在住の人 
持ってくる物　お料理一品　(好きな食べ物を、
1人一品ずつ持ち寄って、みんなで食べます) 
申込締切　12月４日(木) 
申し込み・問い合わせ　岡垣国際交流協会 
�282‐0549または地域づくり課へ 

○
医
師
に
よ
る
講
話
「
眼
の
合
併

症
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
」
 

と
　
き
　
12
月
18
日（
木
）午
後
２

時
30
分
 

と
こ
ろ
　
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
 

○
栄
養
士
講
話
と
調
理
実
習
※
1
 

○
健
康
運
動
指
導
士
講
話
と
運
動

実
技
※
2
 

と
　
き
　
12
月
22
日（
月
）※
1
＝

午
前
９
時
30
分
※
2
＝
午
後
1
時

30
分
 

と
こ
ろ
　
中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
�
２
０
１-

４
１
６
４
へ
 

                     

     　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
で
の
い
じ

め
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
 

と
　
き
　
12
月
６
日（
土
）午
前
９

時
か
ら
午
後
８
時
 

電
話
番
号
　
０
１
２
０-

９
３
９
３-

２
２（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
福
岡

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
�
０
９

２-
７
２
１-

９
１
６
６
へ
 

   　
町
税（
固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
）
を
納
め
て
い
な
い
人
や
、

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
そ
う
に

な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

　
納
税
の
相
談
や
悩
み
事
の
あ
る

人
の
た
め
に
、
日
曜
日
に
納
税
相

談
を
行
い
ま
す
。
 

と
　
き
　
12
月
７
日（
日
）午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
 

と
こ
ろ
　
役
場
１
０
１
会
議
室
　

※
印
か
ん（
認
印
可
）持
参
 

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
収
納
係
へ
 

   　
公
証
人
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護

委
員
、
法
務
局
職
員
が
法
律
問
題
、

相
続
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
登

記
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
 

と
　
き
　
12
月
６
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
 

受
　
付
　
午
前
９
時
45
分
か
ら
午

後
２
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
北
九

州
支
局
人
権
擁
護
係
�
５
６
１-

３
５
４
２
へ
 

        

    と
　
き
　
12
月
12
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者
　
崔
善
恵
・
川
上
月
・
川

上
星
・
野
中
み
の
り
・
田
志
綾
香
・

橋
本
沙
希
・
筒
井
聡
美
・
坂
中
麻

央（
ピ
ア
ノ
）
 

曲
　
目
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ソ
ナ
タ

※
入
場
無
料
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

　
　
文
化
講
座
受
講
生
募
集
 

　
入
会
金
は
二
千
五
百
円
で
、
見

学
も
で
き
ま
す
。
 

○
古
典
絵
画
技
法
 

と
　
き
　
第
１
・
２
木
曜
日
午
後

１
時
か
ら
４
時
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
六
百
円（
3
か
月
）
 

○
初
心
者
の
た
め
の
か
ん
た
ん
お

そ
う
ざ
い
 

と
　
き
　
第
2
日
曜
日
午
前
10
時

か
ら
午
後
１
時
 

と
こ
ろ
　
調
理
室
 

受
講
料
　
四
千
五
百
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
三
百
円（
3
か
月
）
 

教
材
費
　
約
千
五
百
円（
１
回
）
 

 

クリストファの 
クリスマスパーティ 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
吉
田
 
 
晃
　
様
（
原
）
 

故
　
吉
田
　
節
子
　
様
　
69
歳
 

○
　
荒
牧
　
正
徳
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
荒
牧
田
鶴
子
　
様
　
80
歳
 

○
 
佐
々
木
勝
美
 
様
（
波
津
）
 

故
　
佐
々
木
百
合
子
　
様
　
62
歳
 

○
 
井
上
　
禮
子
　
様
（
茅
原
）
 

故
　
井
上
　
利
幸
　
様
　
73
歳
 

○
　
北
野
　
ス
ヱ
　
様
（
上
海
老
津
）
 

故
　
北
野
 
 
稔
　
様
　
85
歳
 

○
　
手
嶋
　
憲
三
　
様
（
高
尾
）
 

故
　
手
嶋
喜
代
子
　
様
　
49
歳
 

○
　
熊
鰐
須
壽
子
　
様
（
三
吉
）
 

故
　
熊
鰐
　
正
思
　
様
　
74
歳
 

○
　
春
日
　
イ
セ
　
様
（
緑
ヶ
丘
）
 

故
　
春
日
　
重
喜
　
様
　
78
歳
 

○
　
寺
尾
　
　
聡
　
様
（
金
田
町
）
 

故
　
寺
尾
紀
代
子
　
様
　
53
歳
 

○
　
北
 
 
隆
介
　
様
（
野
間
四
）
 

故
　
北
 
ヨ
シ
ノ
　
様
　
80
歳
 

○
　
平
竹
百
合
子
　
様
（
南
山
田
）
 

故
　
平
竹
　
常
二
　
様
　
81
歳
 

○
　
中
村
　
昭
司
　
様
（
戸
切
）
 

故
　
中
村
ト
メ
子
　
様
　
85
歳
 

○
　
西
 
 
洋
介
　
様
（
海
老
津
）
 

故
　
西
 
 
貞
雄
　
様
　
86
歳
 

○
　
根
来
　
良
平
　
様
（
元
松
原
）
 

故
　
根
来
　
ヒ
サ
　
様
　
85
歳
 

○
　
刀
根
　
貞
子
　
様
（
東
松
原
）
 

故
　
刀
根
 
 
博
　
様
　
49
歳
 

○
 
野
見
山
富
美
子
　
様
（
旭
西
）
 

故
　
野
見
山
繁
喜
　
様
　
73
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
熊
鰐
須
壽
子
 
 
様
 

  　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し 

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も 

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お 

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
10
月
受
付
分
ま
で
） 

み
ず
ま
き
人
権
ま
つ
り

み
ず
ま
き
人
権
ま
つ
り
 

み
ず
ま
き
人
権
ま
つ
り
 

○
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

ピ
ョ
ン
・
ジ
ン
イ
ル
 



広報おかがき　平成15年11月25日号 広報おかがき　平成15年11月25日号 ����

12月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

12
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

波
津
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、 

茅
原
、
新
海
老
津
、
旭
台 

3 
（水） 

４ 
（木） 

１ 
（月） 

２ 
（火） 

５ 
（金） 

６ 
（土） 

７ 
（日） 

８ 
（月） 

９ 
（火） 

10 
（水） 

11 
（木） 

12 
（金） 

13 
（土） 

15 
（月） 

16 
（火） 

17 
（水） 

18 
（木） 

19 
（金） 

20 
（土） 

21 
（日） 

22 
（月） 

23 
（火） 

24 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

27 
（土） 

28 
（日） 

29 
（月） 

30 
（火） 

31 
（水） 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

◎
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種(

い
こ
い
の
里)
13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

松
井
歌
謡
教
室)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 
◎
第
６
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会(

遠
賀
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー)

14 
‥ 
00
 

◎
３
歳
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
年
忘
れ
交
歓
大
会(

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ)

９
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

 ◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
崔
善
恵
・
川
上
月
・
川
上
星
・
野
中
み
の
り
・
田
志
綾
香
・ 

　
橋
本
沙
希
・
筒
井
聡
美
・
坂
中
麻
央(

ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18 
‥ 
30
 

 ◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会(

芦
屋
町
祇
園
崎
公
園)

８
‥ 
20
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
裕
寿
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

 

◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制(

企
画
政
策
室)

」(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

 ◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
松
本
え
り
子(

ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18 
‥ 
30
 

 ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・ 

打
ち
納
め(

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

 

◎
柔
道
連
盟
・
大
掃
除(

武
道
館
柔
道
場)

９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

祝
・
天
皇
誕
生
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

◎
サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ「
ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
２
０
０
３
」
16 
‥ 
30
 

◎
第
７
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会(

水
巻
町
南
部
公
民
館)

14 
‥ 
00
 

◎
子
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 ◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

 ◎
弓
道
連
盟
・
納
射
会(

町
民
弓
道
場)

10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
手
形
・
足
型
記
念
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
」(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会(

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

◎
柔
道
連
盟
・
町
内
昇
級
審
査(

武
道
館
柔
道
場)

18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
２
０
０
３
こ
ど
も
も
お
と
な
も
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
・
サ
ン
リ
ー
ア
イ(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

13 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
会(

英
聖
旗)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)

10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
日
曜
納
税
相
談(

役
場
１
０
１
会
議
室)
８ 
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
陸
上
競
技
連
盟
・
岡
垣
町
長
距
離
走
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ)

９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
　 

◎
登
山
連
盟
・
登
山
連
盟
冬
期
計
画
会
議(

東
部
公
民
館)
９
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
自
由
広
場(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付 

◎
健
康
相
談･
栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………12月分 

○保育料…………………12月分 

○町営住宅家賃…………12月分 

○固定資産税……………３期分 

○国民健康保険税………６・７期分 

○心配ごと相談 

　12日（金）いこいの里 

　19日（金）東部公民館 

　26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　12日（金）・26日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　12日（金）・26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
12月上旬  
……『ストレッチ編み岡垣教室』  
12月下旬  
……『二人展』 

税
金
を
　
納
め
て
安
心
　
み
ん
な
の
生
活
　
　
森
岡
　
卓
志
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
か
ら
 

14 
（日） 

12月の行事予定 12月の行事予定 
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12月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、三吉団地、原、 
波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

12
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

波
津
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、 

茅
原
、
新
海
老
津
、
旭
台 

3 
（水） 

４ 
（木） 

１ 
（月） 

２ 
（火） 

５ 
（金） 

６ 
（土） 

７ 
（日） 

８ 
（月） 

９ 
（火） 

10 
（水） 

11 
（木） 

12 
（金） 

13 
（土） 

15 
（月） 

16 
（火） 

17 
（水） 

18 
（木） 

19 
（金） 

20 
（土） 

21 
（日） 

22 
（月） 

23 
（火） 

24 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

27 
（土） 

28 
（日） 

29 
（月） 

30 
（火） 

31 
（水） 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

◎
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

松
井
歌
謡
教
室)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 
◎
第
６
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会(

遠
賀
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー)

14 
‥ 
00
 

◎
３
歳
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
年
忘
れ
交
歓
大
会(

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ)

９
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

 ◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
崔
善
恵
・
川
上
月
・
川
上
星
・
野
中
み
の
り
・
田
志
綾
香
・ 

　
橋
本
沙
希
・
筒
井
聡
美
・
坂
中
麻
央(

ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18 
‥ 
30
 

 ◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会(

芦
屋
町
祇
園
崎
公
園)

８
‥ 
20
〜
13 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流（
藤
扇
裕
寿
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00 

 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

 

◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制(

企
画
政
策
室)

」(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

 ◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
松
本
え
り
子(

ピ
ア
ノ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18 
‥ 
30
 

 ◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・ 

打
ち
納
め(

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

 

◎
柔
道
連
盟
・
大
掃
除(

武
道
館
柔
道
場)

９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

祝
・
天
皇
誕
生
日《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

◎
サ
ン
リ
ー
ア
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ「
ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
２
０
０
３
」
16 
‥ 
30
 

◎
第
７
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会(

水
巻
町
南
部
公
民
館)

14 
‥ 
00
 

◎
子
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 ◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

 ◎
弓
道
連
盟
・
納
射
会(

町
民
弓
道
場)

10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
手
形
・
足
型
記
念
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
」(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
月
例
会(

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00 

◎
柔
道
連
盟
・
町
内
昇
級
審
査(

武
道
館
柔
道
場)

18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
２
０
０
３
こ
ど
も
も
お
と
な
も
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
・
サ
ン
リ
ー
ア
イ(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

13 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
英
会(
英
聖
旗)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)

10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
日
曜
納
税
相
談(

役
場
１
０
１
会
議
室)

８ 
‥ 
30
〜
17 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14 
‥ 
30
 

◎
陸
上
競
技
連
盟
・
岡
垣
町
長
距
離
走
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
・
Ｂ)

９
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
　 

◎
登
山
連
盟
・
登
山
連
盟
冬
期
計
画
会
議(

東
部
公
民
館)

９
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
自
由
広
場(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30 

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査(

い
こ
い
の
里)

13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
45
受
付 

◎
健
康
相
談･

栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………12月分 

○保育料…………………12月分 

○町営住宅家賃…………12月分 

○固定資産税……………３期分 

○国民健康保険税………６・７期分 

○心配ごと相談 

　12日（金）いこいの里 

　19日（金）東部公民館 

　26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　12日（金）・26日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　12日（金）・26日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
12月上旬  
……『ストレッチ編み岡垣教室』  
12月下旬  
……『二人展』 

税
金
を
　
納
め
て
安
心
　
み
ん
な
の
生
活
　
　
森
岡
　
卓
志
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
か
ら
 

14 
（日） 

12月の行事予定 12月の行事予定 
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新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

岡
垣
の
教
育(

大
平
洋
戦
争
前
期) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
内
浦
国
民
学
校
〜 

 

編
集
 

後
記
 

　10月19日のまつり岡垣、盛大でしたね。私は遠賀町に
住んでいるので、去年までこのまつりがあることすら知
りませんでした。そんな私も今回は撮影担当。みなさん
は気づきましたか？総勢2万人が来場した会場の中を、
爽やかな汗をかきながらカメラ片手に走りまわる私に。
　一番きつかったのはパレード。役場職員から突然陸上
選手になった感じでした。車にひかれそうになりながら、
撮る、走る、構える、また撮る、この繰り返しで会場に
入場。来年は何か工夫しようと思います。 
　まつりが終わって、できあがった写真を見てみると、
あまりよく撮れていませんでした。｢いい写真あんまり
ないやん！｣と言いつつも、達成感があったせいで、笑
顔をこぼしてしまいました。　　　　　　　　　　(竹森) 

　某商社がインターネット販売で、パソコン価格を一桁
誤って10分の１の価格の1万9,800円と表示し、約1,500
台の注文が殺到した。同社が誤りに気付き、注文した約
千人にキャンセル依頼のメールを送ったが、抗議が相次ぎ、
しかたなく表示通りの激安価格で販売した。損失は、2
～3億円だという。誤りなどが誰が見ても明らかな場合、
売り手は契約を解除できるそうだが、それをせず、社名
と信用を守った同社はえらい！と、あるコラムでは称え
ていた。 
　しかし、広報担当として情報発信している私たちから
したら、他人事ではない。掲載の仕方ひとつで、人の名
誉を傷つけ、損害を与えるかもしれないからだ。改めて、
ミスの恐さを感じたニュースだった。　　　　　　(村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（10月末） 

人口……31,316人（＋18） 

世帯数…11,226世帯（＋25） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち130人は外国人 

女性……　　16,483人（－３） 

男性……　　14,833人（＋21） 

 
 
出生…９人　　  死亡…24人 
転入…113人　　転出…80人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　10月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

9月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

9月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 79件 
搬送人員　 77件 

出火件数　２件 
り災件数　１世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

19 14 140130

1 0 21

1 4 137

24 16 179166

特集：第４回合併協議会　 ・・・  2ページ 
読者の私書箱　　　　　　　　・・・  ４ページ 

まちかどスームアップ　　　　・・・  ６ページ 

保健師のちょっとお耳を拝借　・・・  ９ページ 
師走のもよおし・おしらせ　　・・・  10ページ 
12月行事予定　　　　　　　　・・・  12ページ 
新岡垣風土記　　　　　　　　・・・  14ページ 
 
 

い
し
ぼ
と
け
 

内浦小学校5、6年生44人で、準備と練習に励んでいます。 
 

岡垣サンリーアイハミングホール 
入場無料 
 

岡垣町人権講演会  
12月7日（日） 
午後１時30分から4時 ■人権劇（影絵） 

内浦小学校５・６年生　午後1時50分から 内浦小学校５・６年生　午後1時50分から 
～やさしさを語り継いで～ 

 

「コト八日と塞の神」 
 

■講　演 

「子どもと真正面から 
　　　向き合うために」 
 池上　彰　さん　午後2時30分から 

12月4日（木）から9日（火） 
午前9時から午後5時 
作　品　作文・標語・ポスター・習字など 
ところ　岡垣サンリーアイ 
　　　　ギャラリー・展示コーナー 

問い合わせ　社会教育課へ 

■児童生徒の人権作品展示 

　
１
９
４
１
年
12
月
８
日
、
日
本
の
米

英
へ
の
宣
戦
布
告
と
と
も
に
、
同
日
、

米
英
か
ら
、
対
日
宣
戦
が
布
告
さ
れ
た
。 

　
同
12
月
12
日
、
政
府
の
閣
議
で
「
今

次
の
対
米
英
戦
は
支
那
事
変
を
含
め
、

大
東
亜
戦
争
と
呼
称
す
」
と
決
定
し
た
。 

　
太
平
洋
戦
争
の
呼
称
は
戦
後
か
ら
使

用
さ
れ
た
も
の
で
、
今
で
は
、「
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

　
大
東
亜
戦
争
と
称
す
る
の
は
、
大
東

亜
新
秩
序
建
設
（
日
本
が
ア
ジ
ア
の
盟

主
に
な
る
）を
目
的
と
し
た
。 

　
12
月
14
日
に
は
、
政
府
は
臨
時
軍
事

費
と
し
て
、
28
億
円
の
追
加
予
算
を
計

上
し
た
。
こ
れ
は
、
全
額
公
債
で
ま
か

な
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
貯
蓄
奨
励

の
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
さ
れ
た
。 

　
翌
年
の
１
月
か
ら
、
毎
月
８
日
が
、

「
大
詔
奉
戴
日
」（
大
い
な
る
詔
書「
宣
戦

布
告
」
を
戴
き
奉
る
日
）
と
定
め
ら
れ
た
。 

　
内
浦
国
民
学
校
で
は
、
そ
の
日
に
は

「
大
詔
奉
戴
記
念
奉
読
式
」
を
行
い
、
校

長
の
奉
読
と
訓
話
が
行
わ
れ
た
。 

　
次
に
、
内
浦
国
民
学
校
の
１
９
４
２

（
昭
和
17
）
年
度
１
学
期
の
行
事
な
ど
を
、

い
く
つ
か
紹
介
す
る
。 

　
入
学
式
は
４
月
１
日
に
行
わ
れ
た
。

始
業
式
は
、
４
月
４
日
だ
っ
た
。 

　
５
月
28
日
、
団
体
訓
練
と
鍛
練
行
軍

を
全
校
一
斉
で
行
っ
た
。
行
軍
は
、
郡

境（
鐘
崎
）ま
で
往
復
し
た
。 

　
７
月
31
日
が
修
学
式
（
終
業
式
）
。
夏

休
み
は
８
月
だ
け
で
、
出
校
日
は
９
日

と
24
日
だ
っ
た
。 

　
内
浦
国
民
学
校
の
思
い
出
を
、
二
村

善
さ
ん
（
昭
和
18
年
３
月
卒
業
）
と
籏

生
松
江
さ
ん
、
岩
崎
千
代
香
さ
ん
（
二

人
と
も
翌
年
３
月
卒
業
）に
伺
っ
た
。 

　
全
校
朝
会
が
、
毎
日
、
講
堂
で
行
わ

れ
た
。
児
童
代
表
が
国
語
の
本
を
読
ん

だ
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
り
し
た
。 

　
５
月
に
、
敬
老
会
が
行
わ
れ
た
。
お

年
寄
り
を
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
、
学
校

に
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
筍
や

野
菜
を
学
校
に
持
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ

ら
を
、
女
子
青
年
団
（
処
女
会
）
が
料
理

し
た
。
女
子
青
年
団
は
、
敬
老
会
の
午

後
、
余
興
で
、「
博
多
に
わ
か
」
な
ど
を

披
露
し
だ
。 

　
全
校
で
、
現
在
の
「
野
々
庵
」
近
く
の

山
へ
行
き
、
ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
し
た
。

袋
一
杯
拾
っ
て
、
学
校
に
戻
っ
た
。
メ

リ
ケ
ン
粉
に
す
る
と
い
わ
れ
た
。 

　
３
人
と
も
、
６
年
の
担
任
の
先
生
は
、

田
口
岩
助
先
生
だ
っ
た
。
軍
隊
へ
行
か

れ
た
方
で
、
き
び
き
び
し
た
指
導

を
受
け
た
。
運
動
会
の
練
習
（
分

列
行
進
）
の
時
、
先
生
が
歩
き
方

の
指
導
を
さ
れ
た
。
漢
字
の
書
き

方
で
は
、
は
ね
る
と
こ
ろ
な
ど
、

正
し
く
書
く
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
。 

　
運
動
会
で
は
、
部
落
継
走
（
地

区
リ
レ
ー
）
が
盛
り
上
が
っ
た
。

優
勝
し
た
地
区
は
、
優
勝
祝
い
が

行
わ
れ
た
。 

　
遠
足
は
鐘
崎
の
織
幡
宮
か
深
浜
だ
っ

た
。
湯
川
山
登
山
も
あ
っ
た
。
下
山
中

に
迷
っ
て
、
学
級
ご
と
に
、
宗
像
に
下

り
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

　
修
学
旅
行
は
、
二
村
さ
ん
の
時
、
博

多
の
新
聞
社
見
学
な
ど
の
日
帰
り
だ
っ

た
。
翌
年
か
ら
、
中
止
と
な
っ
た
。 

　
二
村
さ
ん
の
５
年
の
担
任
は
、
海
老

津
の
大
村
円
太
先
生
だ
っ
た
。
翌
年
、

吉
木
国
民
学
校
へ
異
動
さ
れ
、
そ
の
後
、

出
征
さ
れ
た
。
昭
和
19
年
10
月
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
戦
死
さ
れ
、
村
葬
が
行
わ
れ

た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
東
樹  

僕たち、私たちの人権劇を
観にきてね！ 

僕たち、私たちの人権劇を
観にきてね！ 

僕たち、私たちの人権劇を
観にきてね！ 
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学校を出発する鍛練行軍 


